
代
表
質
問

誠和会 誠和会 小小
ここ

山山
やまやま

  和和
かずかず

典典
のりのり

 議員 議員

海水浴場名 入込客数（前年比）
本須賀 56,822 人（16,385 人 ）

白幡・井之内  5,465 人（1,785 人 ）
小　松  1,360 人（621人 ）
中　下  2,110 人（1,890 人 ）
殿　下 10,720 人（2,515 人 ）

令和６年度入込客数

令
和
７
年
度
当
初
予
算（
案
）

令
和
７
年
度
当
初
予
算（
案
）

問 

　

予
算
規
模
は
過
去
最
高
額
を
更
新

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
状
況
に
つ

い
て
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入

歳
出
２
６
３
億
９
０
０
０
万
円（
前
年
比
５

億
７
０
０
０
万
円
増
）を
予
算
計
上
し
て
い

ま
す
。
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
れ
は
12
億
４

０
０
０
万
円（
前
年
比
２
億
６
０
０
０
万
円

減
）と
な
り
ま
し
た
。

　

過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
っ
た
こ
と
は
、

物
価
上
昇
や
賃
上
げ
方
針
に
伴
う
人
件
費
や

労
務
単
価
の
上
昇
に
よ
る
も
の
で
、
厳
し
い

な
が
ら
致
し
方
な
い
と
考
え
ま
す
。

公
共
施
設
の
集
約
化

公
共
施
設
の
集
約
化

問 

　

令
和
６
年
度
中
に
行
っ
た
公
共
施

設
の
統
廃
合
の
実
績
と
そ
の
財
源
、
ま
た
、

今
後
の
適
正
配
置
計
画
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

令
和
６
年
度
中
に
統

廃
合
が
完
了
す
る
公
共
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
現
在
進
め
て
い
る
成
東
お
よ
び
山
武
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
に
向
け
た
工
事
は
、

令
和
７
年
度
中
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

財
源
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
交
付
金
や

起
債
、
基
金
等
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
同
様
の
機
能
を
持
つ
施
設
を
複

合
化
・
集
約
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的

で
効
果
的
な
施
設
の
適
正
配
置
を
実
現
し
て

い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

問 

　

令
和
６
年
度
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
受
入
額
の
推
移
と
取
組
内
容
を
伺
い
ま

す
。答 

　

総
合
政
策
部
長　

令
和
７
年
１
月

末
現
在
の
寄
附
額
は
３
億
２
２
１
万
円（
前

年
比
２
億
２
７
７
３
万
円
増
）で
あ
り
、
寄

附
受
入
件
数
は
７
８
１
９
件（
前
年
比
４
６

７
２
件
増
）で
す
。

　

物
価
高
の
影
響
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
て
生
活
必
需
品
等
を
返
礼
品
と
し

て
希
望
さ
れ
た
方
が
多
く
、
お
米
や
卵
の
定

期
便
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
等
に
多
く
の
寄
附

が
あ
り
ま
し
た
。

問 

　

今
後
の
返
礼
品
の
発
掘
計
画
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

市
商
工
会
や
観

光
協
会
、
農
業
団
体
等
と
連
携
強
化
を
図
り
、

特
に
、
お
米
や
野
菜
、
果
物
、
お
肉
、
海
産

物
等
の
新
た
な
返
礼
品
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
定
期
便
の
種
類
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

海
水
浴
場

海
水
浴
場

問 

　

開
設
さ
れ
た
市
内
５
か
所
の
海
水

浴
場
の
入
込
客
数
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

令
和
６
年
度
の

海
水
浴
場
別
入
込
客
数
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。問 

　

入
込
客
数
の
増
加
し
て
い
る
海
水

浴
場
に
注
力
す
る
た
め
、
開
設
す
る
場
所
の

集
約
化
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

費
用
対
効
果
の

観
点
か
ら
も
海
水
浴
場
の
集
約
に
向
け
た
検

討
は
非
常
に
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
集
約
を

行
っ
た
後
の
活
用

方
法
も
大
き
な
課

題
で
す
。
夏
場
だ

け
で
な
く
、
一
年

を
通
し
て
観
光
客

を
誘
致
で
き
る
よ

う
、
観
光
資
源
と

し
て
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
か
、

併
せ
て
検
討
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

小
松
地
先
市
有
地
残
土
問
題

小
松
地
先
市
有
地
残
土
問
題

問 

　

本
年
３
月
で
３
年
が
経
過
し
ま
す

が
、
い
ま
だ
に
搬
出
ど
こ
ろ
か
土
壌
検
査
も

終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
に
か
か
る
調

査
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

現
地
の
住
環
境

の
保
全
の
た
め
実
施
し
て
い
る
事
業
と
し
て
、

草
刈
り
業
務
、
測
量
業
務
、
水
質
調
査
業
務
、

放
射
能
濃
度
調
査
業
務
、
排
水
対
策
工
事
、

監
視
カ
メ
ラ
設
置
工
事
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

土
壌
検
査
業
務
は
現
在
分
析
中
で
あ
り
、
本

年
３
月
中
に
結
果
が
判
明
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
土
砂
の
飛
散
防
止
対
策
は
、
現
地

の
状
況
等
を
総
合
的
に
判
断
し
、
令
和
６
年

度
中
の
執
行
は
見
送
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
土
砂
の
処
分
・
利
活
用
や
保
安

林
に
配
慮
し
た
跡
地
利
用
を
検
討
し
ま
す
。

問 

　

本
年
５
月
か
ら
千
葉
県
全
域
で
も

盛
土
規
制
法
が
始
ま
る
と
県
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
が
、
当
該
市
有
地
は
そ
の
規
制
対
象

と
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

都
市
整
備
課
長　

規
制
開
始
に
伴

い
、
一
定
の
規
模
を
超
え
る
盛
土
・
切
土
・

も
し
く
は
土
砂
の
仮
置
き
を
行
う
場
合
に
は
、

原
則
、
千
葉
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

今
後
、
土
砂
の
搬
出
計
画
に
あ
た
り
、
市

が
当
該
地
を
防
災
用
地
と
し
て
取
得
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
取
扱
い
を
千
葉
県
に
確
認
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
成
田
空
港
に
関
す
る
四

者
協
議
会
の
協
議
内
容
▼
防
災
分
野
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
目
的
と
し
た
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
導
入
▼
成
東
駅
南
口
線
の
駅
前
広
場
と
国

道
１
２
６
号
を
結
ぶ
都
市
計
画
道
路
事
業
の

進
捗
状
況
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関
連
質
問

誠和会 誠和会 今今
いまいま

川川
がわがわ

  和和
かずかず

弘弘
ひろひろ

 議員 議員

誠和会 誠和会 石石
いしいし

川川
かわかわ

  和和
かずかず

久久
ひさひさ

 議員 議員

災害時の
発電機活用事例

❖ 照明、テレビ、冷蔵庫、
炊飯器など家電の稼働
❖携帯電話の充電
❖ 地下水くみ上げによる
風呂やトイレの使用
❖ 電動車いすや電動シニ
アカーの充電
❖ 在宅医療としての吸引
機や人工呼吸器の稼働

令
和
７
年
度
当
初
予
算（
案
）

令
和
７
年
度
当
初
予
算（
案
）

問 

　

市
財
政
の
見
通
し
や
課
題
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答 

　

財
政
課
長　

少
子
高
齢
化
に
伴
う

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
歳
出
の

拡
大
に
見
合
っ
た
税
収
の
増
加
は
非
常
に
困

難
な
見
通
し
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
令
和
７
年

国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
の
数
値
が
、
そ
の
後
の

地
方
交
付
税
の
算
定
に
影
響
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
、
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
れ
を
必
要

と
す
る
状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

健
全
な
財
政
運
営
の
実
現
に
は
、
歳
入
規

模
に
応
じ
た
持
続
可
能
な
予
算
規
模
の
見
極

め
と
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
へ
の
転
換
が

大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
令
和
７
年
度

に
は
長
期
財
政
推
計
の
見
直
し
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
適
正
な
財
政
規

模
へ
の
転
換
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

成
田
空
港
に
つ
い
て

成
田
空
港
に
つ
い
て

問 

　

成
田
国
際
空
港
周
辺
対
策
交
付
金

の
活
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

主
な
活
用
状
況

と
し
て
、
①
民
家
防
音
工
事
に
係
る
補
助
事

業
、
②
騒
音
下
の
各
地
区
に
対
す
る
補
助
事

業
、
③
防
音
対
策
が
施
さ
れ
た
公
共
施
設
の

維
持
管
理
事
業
、
④
対
象
地
域
内
の
市
道
や

農
道
の
整
備
費
な
ど
に
充
当
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、当
該
交
付
金
の
う
ち
、教
育
・

医
療
・
福
祉
等
へ
の
活
用
を
使
途
と
す
る「
地

域
振
興
枠
」分
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通
確

保
事
業
や
外
国
語
学
習
な
ど
の
子
育
て
学
習

事
業
の
ほ
か
、
移
住
定
住
事
業
な
ど
に
も
充

当
し
て
い
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

道
路
整
備
に
つ
い
て

問 
　

成
東
駅
北
側
整
備
の
進
捗
状
況
を

伺
い
ま
す
。

答 

　

都
市
整
備
課
長　

都
市
計
画
道
路

の
計
画
変
更
に
向
け
た
関
係
機
関
協
議
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
関
係
機
関
の
一
つ

と
な
る
千
葉
県
警
察
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
度
中
の
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問 

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

都
市
整
備
課
長　

関
係
機
関
協
議

と
並
行
し
て
、
総
合
政
策
部
で
実
施
予
定
の

産
業
用
地
検
討
調
査
に
よ
り
土
地
利
用
の
可

能
性
を
調
査
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
関
係
機
関
協
議
に
お
い
て
、

成
東
駅
北
側
の
土
地
利
用
方
針
策
定
の
必
要

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
成

東
駅
北
側
道
路
と
な
る
和
田
新
泉
線
お
よ
び

成
東
駅
北
口
線
の
計
画
変
更
の
た
め
、
調
査

実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
備
蓄
品

防
災
備
蓄
品

問 

　

現
在
、
市
が
管
理
し
て
い
る
備
蓄

品
の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

備
蓄
倉
庫
の
中
に
は
、

飲
料
水
、
食
料
、
救
急
品
、
簡
易
ト
イ
レ
、

生
理
用
品
、
お
む
つ
、
ス
ト
ー
ブ
、
卓
上
ガ

ス
コ
ン
ロ
と
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
電
池
等
を
備
蓄

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
市
が
一
括
し
て
管
理
し
て
い
る

も
の
と
し
て
、
発
電
機
と
ガ
ソ
リ
ン
、
投
光

器
、
扇
風
機
、
毛
布
、
ル
ー
ム
テ
ン
ト
、
簡

易
ベ
ッ
ド
、
感
染
対
策
用
物
品（
マ
ス
ク
、

手
袋
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
等
）、
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
や
土
の
う
等
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

問 

　

備
蓄
食
料
の
選
択
基
準
や
考
慮
事

項
、
購
入
方
法
を
伺
い
ま
す
。

答 
　

総
務
部
長　

主
要
と
な
る
ア
ル
フ

ァ
米
の
保
存
期
限
が
約
５
年
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
内
の
備
蓄
倉
庫
を
５
つ
に
区
分
し
、

５
か
年
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
入
替
え
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
食
料
品（
乳
幼

児
用
の
液
体
ミ
ル
ク
や
離
乳
食
は
除
く
）の

保
存
期
間
は
５
年
以
上
の
も
の
を
選
考
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品
の

備
蓄
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
年
１
回
、
一

般
競
争
入
札
に
よ
り
購
入
し
て
い
ま
す
。

問 

　

平
常
時
に
こ
そ
、
各
家
庭
や
個
人

単
位
で
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
考
え
て
お
く
こ

と
が
、
一
番
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
災
害
時
の
発
電
機
の
活
用
方
法

を
市
民
の
方
々
に
周
知
す
る
こ
と
を
提
案
し

ま
す
が
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

災
害
時
に
小
型
発
電

機
等
を
活
用
で
き
れ
ば
、
停
電
時
の
在
宅
避
難

生
活
を
良
好
な
環
境
で
送
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
発
電
機
の
活
用
場
面
の
多
く
は
、

保
有
者
自
ら
が
使
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
保
有
者
の
住
宅
が
停
電
せ
ず
に
、

近
隣
の
住
宅
や
社
会
福
祉
施
設
・
医
療
施
設

等
で
停
電
が
発
生
し
て
い
る
場
面
に
お
い
て

は
、
発
電
機
の
貸
し
出
し
が
可
能
で
あ
れ
ば

在
宅
避
難
等
の
環
境
向
上
、
か
つ
二
次
災
害

の
防
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等
に
よ

り
、
災
害
時
に
お
け
る
小
型
発
電
機
の
活
用

方
法
を
周
知
し
て
い
き
ま
す
。
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